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第 4 章ではN-スノレブィニノレアミン， スノレホジイミドと三価リン化合物， リンイリドの反応に
ついて検討した。 Nース jレフィニ jレアミンやスルホジイミドの重畳系のチッ素とイオウの結合は
リン化合物との反応により容易に解裂することを明らかにすると共にその反応機構について考察
した。
第 5 章ではス Jレホジイミドとケテンの反応について述べた。スノレホジイミドとケテンは容易に
1 : 1 付加合物を生成することを明らかにした。これはスノレホジイミドのチッ素とイオウの結合






















CII) N-スノレフィニノレアミンのN ニ S 結合は銅触媒により解裂してアゾ化合物を生成する。ア
ニオン触媒では他のヘテロクムレンには見られない縮合反応を行ない，スノレホジイミドを生
成する。
Cil) Nース lレフィニノレアミンやスルホジイミドは三価リン化合物やリンイリドと容易に反応し
て重畳系の解裂を起こし，新しい P=N結合を有する化合物を生成する。
以上の研究成果は，ヘテロクムレンの化学さらには有機合成化学の研究に重要な貢献をするも
のである。したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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